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核酸アプタマーのスクリーニングと

疾患モデル動物への応用 

核酸は生体内で主に遺伝情報をつかさどる分子として機能している

が、1980 年代のリボザイムの発見をきっかけにして、RNA と DNA

は、一本鎖の状態でさまざまな立体構造をとることにより、種々の標

的物質を認識し、結合するといった機能を併せ持つことが明らかにな

った。近年、こういった機能を有する核酸配列を効率的にスクリーニ

ングする方法が Gold や Szostak によって開発され、新規の分子認識

リガンド取得手段として注目されている。このような手段で得られた

核酸分子は「アプタマー」と総称され、抗体医薬に代わる次世代医薬

品として世界規模で開発が進められている。本講演では、アプタマー

のスクリーニング方法について概説し、最近我々が作製した糖尿病血

管合併症の原因物質である終末糖化産物(AGEs)に特異的かつ強力に

結合するアプタマーを糖尿病モデルマウスに投与した結果について紹

介する。 
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